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ながらボランティア講座

ながらボランティア
のすゝめ



［2019年9月］

■ はじめに ‐ 2

自己紹介（関心事）

“人を惹きつけるまち” には何が必要か？

□ 大学の研究者 □ NPO法人の理事

□ 企業のプランナー □ 行政のまちづくり派遣専門家

□ 行政の審議会委員 □ まちづくりのコンサルタント

等々

色々な立場で追究中



［2019年9月］

■ はじめに ‐ 3
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［2019年9月］

■ はじめに ‐ 4

「ボランティア」の考え方をちょっと増やす話題提供

発想のヒント

本日の講演の目的

自主 と自治
ながら

ボランティア



［2019年9月］

‐ 5

第Ⅰ部

「ボランティア」と「自治」のあれこれ



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 6

まず、「ボランティア」という言葉を読み解いてみましょう

「ボランティア」の言葉の意味



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 7

ラテン語 voluntas （ボルンタス）： 自由意志、選択

フランス語 voluntaire（ボランテ）： 喜びの精神

ラテン語 volo （ボロ）： 意志

※1600年代の中世フランスの
軍への協力・奉仕の際に使用

英語 volunteer（ボランティア）： 自ら活動する人 ※1600年代後半より「義勇兵」
を集める呼びかけに使われる

※1630年代には軍以外の用途
でも使われ始めた記録あり

「ボランティア」の語源の諸説



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 8

『満鉄調査資料 第114編』（南満州鉄道、1929）

第5章 支那に活躍する列國汽船會社の内容

第9節 其他諸国の汽船會社

昔の使われ方

※義勇艦 … 平時は商船、戦時には補助艦艇となる特殊設計の船舶

の記述



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 9

今の使われ方

活動テーマの自由度が高い

［藤沢市東京オリンピック・パラリンピック開催準備室］ ［藤沢市市民活動推進センター］

ボランティアが連鎖



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 10

海外の広告

［Brooklyn Free Clinic］

呼びかけもクリエイティブに

ニューヨーク市で無保険者に無料のヘルスケアを提供する学生運営のクリニック … 必要なのは？



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 11

ボランティア活動は

生活の質の向上 や 豊かな社会の創造 のために

政治やビジネスの限界を超えられる自主活動

１つの考え方



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 12

ボランティア活動は

個人の自主活動が社会に向いた「共助」の活動のこと

“共助”が身近なまちに向くと「自治」という行為になります

ここから発想をひろげてみましょう

「自治」の考え方



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 13

［国立国会図書館】

東京市長 後藤新平（1857～1929）

社会の進歩 ＝ 欲求の多様化

画一を主とする官治の対応には限界
（政治の不満、社会の不安も高まる）

「自治」は官治行政の及ばない所を補う
自主的・公共精神

参考『自治の修養』（後藤新平、1919）

国家の基礎は「自治」の
健全なる発展にあり

「自治」とは何か？



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 14

行政サービスと自治の関係

行政サービスの
守備範囲

地域の
税負担能力

自治活動
の必要性

基本的には、以下の比例関係にあります

地域や時代により差はありますが、

行政サービスが生活の全てをカバーできるわけではありません



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 15

（例）札幌で除雪が行政サービスとして定着するまで

札幌琴似村の屯田兵舎（1874）
『明治大正期の北海道』

札幌開拓1869
（明治2年）

屯田兵村で、5戸1組で90㎝の道を踏んで
つくる「除雪当番心得」が策定

1876
（明治9年）

市は除雪を市民の義務とする
「踏雪取締りと搬出方規則」を制定

1888
（明治21年）

市で初めて除雪予算を計上
（停車場から大通りまで）

1903
（明治36年）

路面電車開通に伴い、路線上の除雪は
札幌電気軌道株式会社で実施

1918
（大正７年）

札幌市が軌道会社を買収したことにより
路線上の除雪は市の業務に

1927
（昭和2年）

アメリカ製のトラクターの購入により
幹線道路の除雪開始

1931
（昭和4年）

30
年

30
年

現在は、市内5,400㎞の生活道路に
10㎝以上の降雪があれば市が一斉対応

［札幌市HP］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 16

「自治」の歴史

住民による「自治」は、一定の人数が集まることで

より色んなことができるようになります

住民による自治組織ではどんなことをしてきたか

その歴史もみてみましょう



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 17

日本で最も古い「自治」の組織

五保の制（飛鳥時代～）

652年（白雉3年、大化の改新の7年後）

唐を参考にした統治制度改革により、戸籍制度・戸主里長制度と
あわせて設置された共助組織

［経緯］

里・郷
（50戸）

［基本的な仕組み］

郡国 戸
（5家）

保
（5戸）

家

里長を設置
50戸は目安

戸主を設置保長を設置

※都では、上記の家単位ではなく街区で切り、「坊」ごとに坊長を、「条（４坊）」ごとに坊令を設置

※参考にした唐の制度は「五家の制」。同制度は周（BC1036～BC256）の時代から記録あり



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 18

［役割］

・税収の維持：「保」単位の徴税（連帯責任）
一家での逃亡が生じた場合の追跡と税金代納

・治安の維持： 組合員による非違（違法）行為の予防と犯罪の告発義務
強盗・殺人事件発生時の救助活動と告発義務

・その他 ： 組合員の旅行宿泊の届け出受理
孤児の扶養
途絶えた家の遺産処分
組合内の人の保証人

日本で最も古い「自治」の組織

五保の制（飛鳥時代～）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 19

治世のための「自治」組織

五人組・十人組（豊臣・徳川時代～）

豊臣秀吉［高台寺所蔵］

奉公人の連判組織

侍（下級武士） ― 五人組

下人（庶民） ― 十人組

※その後、農村にも展開

■経緯・仕組み

※ 天文5年（1536）の「百姓仕置御法」に“庄屋五人組”の名称があり、
制度自体は古くからあった模様

1597年（慶長2年）

治安維持を目的に全国での組織化を
義務付けた「掟書」を公布



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 20

治世のための「自治」組織

五人組・十人組（豊臣・徳川時代～）

［役割］

・目的は治安維持［共吟味（ともぎんみ）］

・辻切りやスリ、盗賊等の禁止の悪行が組内から発生した場合の成敗に
は異議を唱えないこと。

・他の組から訴追された場合は、その者の主人が金子を工面すること

… 等



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 21

治世のための「自治」組織

徳川家康［大阪城所蔵］

■経緯・仕組み

・豊臣時代の「五人組」「十人組」を継承。

・当初の目的は、

‐ 関ヶ原の大戦以降の浪人の増加、
不穏分子の万延の取り締まりの強化

‐ 切支丹の禁圧

・京都では、慶長８年（1603）に洛中の
町人に対して「十人組」の組織化を対象。

五人組・十人組（豊臣・徳川時代～）

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/1/11/Tokugawa_Ieyasu2.JPG


［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 22

治世のための「自治」組織

■その後

・整備が進むと利用価値が高まり、規定も増加。

（規定数）

当初：40条
元禄時代（1688～1704）：61条
天保７年（1836）：148条
天保12年（1841）：152条

・遵守するべき法令と組員の連署・捺印をした
「五人組帳」は明治期まで用いられることに

五人組・十人組（豊臣・徳川時代～）

五人組帳［厚木市役所］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 23

近世までの「自治」は、政治の手段でありましたが

自分達の生活環境は自分たちで守る発想

に立っていました

明治以降になるとちょっと変わります



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 24

政治の混乱から生活を守る「自治」組織

旧体制から脱却しようとする明治新政府

1869（明治2年）

五人組制度
の解消

1871（明治4年）

大区小区制

戸籍事務用に
人口区分と行政区分
を新設。浸透せず

1880（明治13年）

郡区町村編成法

町村合併の推進と
旧来の町村区分を
“大字”として存続

1888（明治21年）

市制町村制

市町村を
“公共団体”として

権限調整

市民の生活が大混乱
（慣習に合わない、抑止力が不足等）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 25

政治の混乱から生活を守る「自治」組織

市民が自らの生活を守るための「自治」組織を自発的に結成

京都 東京

公同組合 町会

住民が率先して組織を作り、市が条例で全市に広げる展開に

※ 関東大震災以降に
結成が加速



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 26

生活の豊かさを大切にした取り組み

防災イベント（満洲国皇帝の京都宿泊中の火災を予防する火災予防映画会）

［京都市消防局］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 27

国策としての「自治」組織

町内会・部落会（昭和15年～）

■経緯

・地方自治体の行政サービスの限界

・戦時体制への対応（防空防火や配給統制など）の補助的機関の必要性

・昭和10年以降の選挙腐敗を防止する国民運動の高い効果

1940（昭和15年）９月11日

「部落会町内会等整備要領」（内務省訓令第17号）

で全国に設置の命令



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 28

国策としての「自治」組織

町内会・部落会（昭和15年～）

■基本的な仕組み

町内会（都市部）

部落会（農村部）

隣保班
（10戸程度）

※ 隣保班には、5人組・10人組の慣習があれば活用する

※ 常会（定例会）を「町内会・部落会」「隣保班」
「市区町村長と町内会長・部落会長・その他代表」
のそれぞれで開催すること



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 29

明治～昭和戦前までの「自治」の組織化は

市民の自衛活動が先行し、行政が政策を後追いする展開でした

時に戦時中のイメージで批判されることもある町内会ですが、

時代背景に起因するイメージが大きいと思います

［革新的な国家改造を進めた大政翼賛会による“隣組”制度との融合等］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 30

戦後直後の「町内会」存続騒動

GHQ 内務省

日本の統治を見直し中なんだけど

隣組って何？

メンバーと活動を教えて？

■昭和20年

隣組は町内会の下部の実行機関。

物資の配給や治安維持に必要です！

［国の方針］

戦後復興、民主主義国家の

確立には必須組織！



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 31

GHQ 内務省

あれ？

戦争協力者を公職追放したのに、

衆院選に保守政党が勝った。。。

…根っこから変えないとだめじゃん

■昭和21年
これからの日本復興にむけて、

町内会長にもちゃんと報酬を出そう
（東京都制・市制町村制）

［GHQの方針］

町内会長に選挙主導の嫌疑

関係者の追放も検討



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 32

GHQ 内務省

町内会を解散しなさい！
■昭和22年

いやいやいやいや。ないと無理です

では町会長は公選制で！

……それも無理です。。。数が。。

では町内会を認めた法律の延長は

認められない！ 禁止で解散！

町内会の根拠法延長が認められず

禁止・解散令がでる



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 33

ところが…

8 割

「地方自治世論調査‐町内会・部落会・隣組について」国立世論調査所、昭和27年

禁止・解散後、
3ヶ月以内に再建された町内会

13 %
禁止・解散を
知っていた住民



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 34

■町内会再建の理由

地域

結局、個々の地域に広報や配給の担当者が必要とのこと

地域側に縦割り・個別対応を求められてもね…

内務省

社会的に実在している以上、自然にできておるもの

は政令であろうがなかろうが、政令だけの問題で

あって気にする必要はない（内務省行政部長）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 35

■昭和27年

町内会・部落会の禁止・解散令の失効

町内会・部落会の再結成について…

賛成派 反対派
中央紙、文化人、学者
（イデオロギー的理由）

生活者
（実生活上の理由）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 36

住民による「自治」の歴史は…

必要 は制度を凌駕 する

… 歴史展開にありました

また必要 は 時代により異なる ものでもありました



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 37

（閑話休題）

ボランティア活動が多い国では

デザインも大事

［ミシガン州 One Oak Church］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 38

鵠沼の緑を例に

実は鵠沼でも「まちに向けた自主活動」が

まちの価値を上げてきたという歴史があります。

鵠沼のまちの緑の歴史でみてみましょう



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 39

［画像元： Stadtmuseum Hornmoldhaus HP］

それまで皇大神宮の氏子集落や藤沢宿の助郷村であった鵠沼村に

「海水浴場」と「潮湯治」を売りとした旅館の開業が始まる

（對江館、東屋旅館 等）

1879年 ベルツ博士

海水浴場適地調査で来訪

浴場の世話人有志による鵠沼村海水浴場広告

脚気・リウマチ・皮膚病・子宮病・うつ病等に

効果があり、清潔な海水はそのまま飲んでも美味だとか…

明治期



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 40

［画像元： 『江島・鵠沼・逗子・金沢・名所図会』、藤沢市文書館HP］

まちのみどりの植樹・管理は旅館が中心
道路整備等と併せて実施。

東海道線や江ノ電も開通

宮内省は御用邸の候補地として検討（結果は葉山）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 41

［画像元： 『婦人画報』（明治44年）］

“見るのも清く、聞くのも潔し”の環境がブランドとなり

都内の学校の遠足や修学旅行の先として選ばれるまちに

1911年の東京女学館の遠足の記念写真

みどりの豊かさが写真映え（フォトジェニック）するまちに



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 42

［画像元： 『ふじさわ市制50周年記念歴史写真集』］

みどりの増加は住民デベロッパーが主導
住民自らがデベロッパーとなりインフラ整備

分譲は「松の植樹をした範囲」との逸話も。

別荘地開発が加速。文化人の到来・移住も盛んになり、

鵠沼の風景を作品に描く“鵠沼風”が流行・呼び水に。

大正期



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 43

［画像元： 『江ノ電沿線 今昔漫筆』『保存版 藤沢・茅ヶ崎今昔写真帖』 ］

みどりの増加は別荘所有者・住民主導
昭和6年に市街地建築物法が適用されるも緑化規定なし（道路幅2.7mの規定位）

松葉を燃料にしたり、食糧の自給率向上などの生活需要あり

都心への誘致アピールや震災・戦災等を契機に住宅地化
昭和期戦前



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 44

［画像元： 藤沢市HP ］

みどりの維持が初めて公のルールになる
昭和30年に、敷地に一定のみどりの維持を義務づけた風致条例が適用

「湘南の住宅地」として住宅開発が加速

風致地区の指定理由

・有名な湘南の別荘地

・自然風景を持っているが、現在は時代を

反映して、次第に画地面積も狭まり、

大切な樹林も伐採されがち

・別荘風高級住宅の風致も崩れる状況に

ある地区は、その内の最も風致の良い

区域と片瀬川沿いの風致を維持すること

で守る

※ 『風致地区指定関係綴（神奈川県、1955年8月）』

より引用編集

昭和期戦後



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 45

［画像元： 藤沢市文書館］

みどりの豊かさがまちのイメージに
民間事業者も積極的にアピール



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 46

鵠沼の原風景として語られる住宅
（玉石積／竹垣／門／松）

個々の家の配慮でつくられる
季節感豊かなまちなみ

公の街路樹はなくても、緑豊かなまちなみ



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 47

1956年4月米軍撮影 2007年10月国土地理院撮影

［画像元：国土地理院HP］

ただ、風致地区指定から50年が経ち、住宅の増加・緑の減少は顕著に

（風致地区がないところよりはまだ保持できているとの論文もありますが…）



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 48

住環境を大切にしたいと、自らまちづくりを主導する地域も。

（国のコンクールで表彰されたりしています）

［画像元：藤沢市HP］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 49

１．一般的要因（26要因）

①自然的要因（5） ②社会的要因（8）

③経済的要因（8） ④行政的要因（5）

都道府県～国単位の経済情勢から
の影響要因

２．地域要因（14要因）

まち単位の要因。価格水準の決定
に最も大きく影響。
（住宅地の場合）

・まちなみ ・交通や買い物利便性

・土地の配置や使い方の状況 など

３．個別要因（25要因）

①宅地（16） ②建物（9要因）

個々の敷地や建物単位の要因。
地域要因で決められる価格水準に
＋－を生む。隣接地の状況も影響

住宅地の不動産鑑定評価基準

自分の建物・土地の評価の大半は外部環境に起因します

（資産価値にこだわる人は、隣やまちの環境こそが大事）

※ 住宅地は都心への通勤圏が価格幅に一致するが
地域の名声・品位による選好性で差がでる

参考：住宅地の経済価値

［参考資料：国土交通省 不動産鑑定評価基準］



［2019年9月］

■１．「ボランティア」と「自治」のあれこれ ‐ 50

１．「ボランティア」は、政治や経済の限界を超えられる
“共助”の自主活動です。

２．１がまちに向かうと「自治」となり、自らの生活を
守ったり、質を高めていく手段となります。

Point

そのため、鵠沼のことを好きな方は、ボランティア
にもアンテナを張って頂いて… とも思います。



［2019年9月］

‐ 51

第Ⅱ部

「ながらボランティア」の発想



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 52

ながらボランティア

ながらボランティアの考え方

人やまちに優しい行動をしてくれる人たち

（でも“がっつり派”ではなし）

意識はあっても、機会がかみ合わず……という人、結構います



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 53

１．会社とは異なり、トップダウンは×
※ 例え、市長や自治会長でも「命令」はできません

２．受け入れる側もやる側も、考え方ややり方に“幅”を

※ 「やりたいこと」「やってもらいたいこと」が点と点では

お見合いもなかなか成立しません。

３．大切なのは「連鎖反応」の設計
※ 目に見えるほど、影響は大きくなります

「ながらボランティア」のポイント



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 54

ヒント事例集

子供達が絵を描く と 放置自転車問題が解消

［川崎市］



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 55

人口増加に伴い、自転車問題も深刻化する川崎市

29,900 台

撤去台数
（平成28年）

［神奈川新聞・川崎区道路公園センター］

５～６ 割
所有者への返還率
（平成28年）



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 56

効果を上げている「路面啓発シート」×「子供の絵」

［全標協神奈川県協会］ ［タウンニュース 川崎区版 2015/10/9］



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 57

地元の小学生が絵で放置自転車予防に効果あり

子供のかわいらしい絵の上には置けない…

平成27年に始まり、平成31年末までに５カ所に増設予定



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 58

ヒント事例集

ご近所パーティの一斉開催 で 孤独死を解消

［フランス・パリ］



［2019年9月］

（パリ観光局HP）

1999年のパリ

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 59



［2019年9月］

１ヶ月後に発見。

「１度も姿をみたことがなかった」

（８年前から住んでいる人）

アパートでの高齢者の孤独死

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 60



［2019年9月］

もっとつながりがあれば
うまくいくのでは？

…と30歳の夫婦がパーティを企画

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 61



［2019年9月］

当日、会場のカフェには１００人以上
集まって大盛況。

「次回のイベントが待ち遠しい」と
期待され、定期化を検討

自作ポスターを入口に貼り、案内状を郵便
受けに投函（１００軒ほど）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 62



［2019年9月］

開催したら想像以上の大盛況。勢い余って、
「次回はフランス全国で」と呼びかけ

本格的な「第１回目」に向けて
ジャーナリストに報道を依頼

“隣人祭り”として広まる

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 63



［2019年9月］

隣人祭り（フェット・デ・ヴォワザン）

（隣人祭りHPより）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 64



［2019年9月］

2000：60都市 2002：126都市

2003：170都市 2004：230都市

2005：300都市

と活動が広がり、2008年には720都市
700万人がお祭りを開催

隣人祭り…
年に一度（毎年5月の最終火曜日）に
住人達が飲み物や食べ物を持ち合い
楽しいひと時を過ごすお祭り

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 65



［2019年9月］

「同日開催」や「隣人祭りの名前で開催」と条件を簡単にすることで
更に拡大。日本でも展開中。

（隣人祭りHPより）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 66



［2019年9月］

鹿児島県東串良町NPO法人ひっとべ会による隣人祭り

（隣人祭りHPより）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 67



［2019年9月］

（隣人祭り日本支部HPより）

東京都中野区で行われた中野「隣人祭り」。
わんぱく相撲中野区大会と一緒に開催

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 68



［2019年9月］

（ロハスクラブHP）（無印良品HP）

活動の紹介や協賛をする企業も

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 69



［2019年9月］

（隣人祭り日本支部HPより）

2009年のパリの「食育・隣人祭り」
（食育をテーマとして立ち上げられたネスレ財団も参加）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 70



［2019年9月］

（マンション・ラボHPより）

2017年は通常の隣人祭りとは別にテロ発生後にも開催
（パリでのテロ－隣人同士で語り合いませんか）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 71



［2019年9月］

隣人祭り発起人ペリファン氏の講演会より（2008.12）

個人主義が横行している今、お隣さんとの関
係は冷え切り、知らないふりをして生活する
人が多いのが現状です。

パリではかつて、気温40度以上の猛暑で約
5000人のお年寄りが亡くなった年がありま
した。隣人がお年寄りの様子に気づかないな
んて、許してはならないこと。人間は他人と
人生を営まなければ人類ではなくなります。

隣人にできることは何か、何を分かち合える
か。そんな寛大な心が人々にはあると信じて
いますが、そう簡単にこのような心をもった
人を見つけられません。

（隣人祭り日本支部HPより）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 72



［2019年9月］

（隣人祭り日本支部HPより）

何ができるの？と思った人は、近所づき合い
をまた始めてみて下さい。

私が隣人祭りを始めたのは10年前。当時は
「あの人、頭がおかしいんじゃないの」と言
われたのが、今では「あの時、後押ししてく
れてありがとう」と言われます。

隣人祭りをすることはそんなに難しくないし
方法も１つではありません。でも１つだけ欠
かせないことがあります。それは頭で考える
のでなく、心底からやることです。

１人でやろうと思ってはダメ。どんなひどい
マンションでも感じのいい人が1人、２人は
いるはずですから、その人たちを巻き込みま
す。誰も来なくても最低３人は集まるから大
丈夫（笑）。でも第１回目を開くのが一番大
変ですよ。

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 73



［2019年9月］

（隣人祭り日本支部HPより）

パリ17区のクリスマスには、区長からお年寄りにチョコレートをプレ
ゼントする恒例イベントがあります。お年寄りが引換券を手に役所を訪れ
るのですが、多くは1人で来て、1人でチョコをもらって帰る。見ていて
寂しい気持ちがしました。

そこで、17区の住民にお願いをしました。お年寄りの住むマンション
のご近所さんに『一緒に来てあげてください。そして、同じ時間を過ごし
てあげてください！』と。

すると、お年寄りが、一緒に来た若い人たちに『これ、どうぞ』とチョ
コをわけ、一緒に食べている光景を目にするようになったんです。行政の
やることにプラスαして、住民にできることがあるということです。

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 74



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 75

ヒント事例集

玄関先を飾り 、 文化と活気とつながりを生む

［北九州市 楠北自治区会］



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 76

人間関係の希薄化、地域への無関心

自治会活力の低下

自治会の加入・未加入を問わず
誰でも参加できて、つながる行事をしてみよう！



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 77

一戸一美運動 通りの文化祭

一人一人の趣味や特技、生涯学習で習ったことを
楽しみながらまちづくりに活かしていく



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 78

［楠北自治会FB］

この日は、玄関を思い思いに飾ります



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 79

［楠北自治会FB］

俳句サークルの作品を竹短冊で



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 80

［楠北自治会FB］

案山子 …



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 81

［楠北自治会FB］

内からも外からも元気が集まります



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 82

ヒント事例集

１つの文化とたくさんの入口
で

１万人が楽しむ文化を生む

［伊丹市 郷町］



［2019年9月］

（鳴く虫と郷町HP）

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 83



［2019年9月］

伊丹市にちょっと変わった

ミュージアムがあります

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 84



［2019年9月］

伊丹市昆虫館

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 85



［2019年9月］

とても賑わっています

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 86



［2019年9月］

ちょっと変わった展示があります

■２．「ながらボランティア」の発想

（１つ１つのケースに物語性がある）

‐ 87



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

ちょっと変わった展示があります
（金色のサナギ。冬にはさなぎのクリスマスツリーも）

‐ 88



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

ちょっと変わった展示があります
（温室にはチョウの好みのミツ皿を用意し観察地点を設置）

‐ 89



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

ちょっと変わった展示があります
（説明は布製にして、出前講座などをしやすく）

‐ 90



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

ちょっと変わった展示があります
（昆虫の固定観念を変えるためのゴキブリ展示）

‐ 91



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

ちょっと変わった展示があります
（世界の昆虫食を展示。お祭りときには屋台も出店）

‐ 92



［2019年9月］

伊丹市昆虫館と

伊丹市文化財振興財団が

手を組みました

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 93



［2019年9月］

テーマは「虫聴き」

・平安時代ごろ貴族たちによって始められ、江戸時代
になると、俳句などをたしなむ風流な人たちの間で
楽しまれた。

・人々は虫が鳴く中に座ったり、詩を詠んだり、また
は鳴き声をつまみにお酒を楽しんだりと、虫の声で
安らぎを味わっていた。

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 94



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

「鳴く虫」を飾る

‐ 95



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

伊丹市昆虫館では1992年から「虫聴き」の
イベントを開催

2006年に伊丹市文化財振興財団の職員が

「まちなかの重文の酒蔵でできないか？」

との申し出

‐ 96



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

昆虫集めは昆虫館、まちのコーディネート
は文化振興財団、商店街は店先に虫を設置

好評だったので、翌年は６商店街が参加。

その翌年は市内の施設や団体も参加。

‐ 97



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

盛り上がりすぎたため、拡大路線に不安になり
チラシをわら半紙に変更するなど低予算で実施

お客さんの反応は変わらず好評。

イベントを大きくするのではなく、
来ている人の楽しみ方を増やす方針に

‐ 98



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町DVD）

街路樹の装飾としての「鳴く虫」

‐ 99



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町DVD）

店先で生じる新しいコミュニケーション

‐ 100



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（THE FIVE PENNIES 個人HP）

子供の参加機会

‐ 101



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

地元の酒蔵を中心とした酒樽夜市

‐ 102



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

鳴く虫をBGMに剣道の演武

‐ 103



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

鳴く虫とヴァイオリンコンサート

‐ 104



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

子ども文化科学館の星見会（マツムシをBGMに）

‐ 105

http://2.bp.blogspot.com/-VzCJYIzTj7M/UFsHQlC6TdI/AAAAAAAADW8/wCJ7Ncad3_w/s1600/120920_2031%257E01-714101.jpg


［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

広場ではアイルランド民謡（BGMは鳴く虫）

‐ 106



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

（鳴く虫と郷町HP）

鈴虫の里親制度（虫の調達も自前化）

‐ 107



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

イベントが終わっても…
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

調整に奔走したのは、当時30代の学芸員と
20代の文化振興財団職員

今では秋の名物イベントに（９日間）。

「鳴く虫」をテーマに参加者がみんな
持ち寄るため、低予算化

（100万円の予算で１万人を集客）
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

「虫も僕らから見たら資料であり、展示物だけど、街に出
ると（１人１人の郷町の）コミュニケーションツールに
なっている」

（学芸員：坂本昇さん）

「入口がたくさんあるまちって良いじゃないですか」

（文化振興財団：中脇健児さん）
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想 ‐ 111

ヒント事例集

家庭菜園の野菜やおかずを売るお店
で

買い物難民の生活にいろどりを

［熊本県 荒尾市］



［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

“なじみのお店が次々となくなる”

“郊外の大型店には一人で行けない”

“まちの顔だった商店街が消える”

“青物をもう一週間も食べてない…”

という「買い物難民」問題に取り組んだのが

熊本県荒尾市の「徒歩圏マーケット」
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

歩いて 300 m の範囲を商圏とした

コミュニティの拠点ともなる小さなお店を設立

（荒尾市の地域再生事業）
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

商品の種類が幅広いのは、地域の人が生産者だから
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

おかずを多くつくった奥様から…
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

家庭菜園で獲れた野菜やお花
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

おつけもの
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

生産者（ご近所さん）のお顔も見えます
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

各戸配布まではされないイベントのチラシも
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

新しい名産品として売り出し中のワインも
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

子供がお菓子を買いに来ていました
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［2019年9月］

■２．「ながらボランティア」の発想

お肉や魚など、仕入れが買い取りになってしまう商品は

取り扱っていませんが、

コミュニティがコミュニティを支える器となっているお店です
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［2019年9月］

‐ 123

むすびに



［2019年9月］

■むすびに ‐ 124

ボランティアへの考え方は、人それぞれであり、

「なり手がいない」のではなく、

「そのやり方に限定されるとちょっと…」という人が大半だと思います。

鵠沼が好きな方はたくさんいます。

そして、お住まいの方々の愛情表現が視界いっぱいにあふれると

外の人も、次の世代も、鵠沼に惹きつけられると思います。

活動への入口が広く、かつ取り組みが連鎖し、それが鵠沼の魅力につながる

ボランティアの“鵠沼風”をぜひ追究してみませんか？


